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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】令和3年3月18日(2021.3.18)

【公表番号】特表2018-502746(P2018-502746A)
【公表日】平成30年2月1日(2018.2.1)
【年通号数】公開・登録公報2018-004
【出願番号】特願2017-535371(P2017-535371)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  27/32     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   5/32     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  38/18     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  48/18     (2019.01)
   Ｃ０８Ｊ   9/06     (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ  23/00     (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ 105/04     (2006.01)
   Ｂ２９Ｌ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ   27/32     　　　Ｅ
   Ｂ３２Ｂ    5/32     　　　　
   Ｂ３２Ｂ   38/18     　　　Ｆ
   Ｂ２９Ｃ   47/06     　　　　
   Ｃ０８Ｊ    9/06     ＣＥＳ　
   Ｂ２９Ｋ   23:00     　　　　
   Ｂ２９Ｋ  105:04     　　　　
   Ｂ２９Ｌ    9:00     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年2月1日(2021.2.1)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多層構造体の形成方法であって、
　ポリプロピレン又はポリエチレン、及び第１の化学発泡剤を含む第１の層と、
　前記第１の層の側方の第２の層とを共押出することを含み、前記第２の層が、
　　５～７５質量％の再生金属化ポリオレフィン材料、
　　２５～９５質量％のポリプロピレン、ポリエチレン、又はポリプロピレン及びポリエ
チレンの組合せ、及び
　　第２の化学発泡剤を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　第３の層を、前記第２の層の、前記第１の層と反対側にて共押出することを更に含み、
前記第３の層が、
　ポリプロピレン又はポリエチレンと、
　第３の化学発泡剤と、を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の層及び前記第３の層が、再生ポリオレフィン材料を実質的に不含である、請
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求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記再生金属化ポリオレフィン材料が、０．９５ｃｍ（０．３７５インチ）の標準的ふ
るいを通過する程度に十分小さい、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記再生金属化ポリオレフィン材料が、再生される前に、０．００３～１００μｍの全
体厚さの１つ又は複数の金属層を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の層が、２３０℃で、１０分間当たり０．１～２５グラムのメルトフローイン
デックスを有するポリプロピレンを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の層が、１９０℃で、１０分間当たり０．１～２５グラムのメルトフローイン
デックスを有するポリエチレンを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の層及び第３の層が、ポリプロピレン及びポリエチレンを含む、請求項２に記
載の方法。
【請求項９】
　前記第１の層、第２の層及び第３の層が、架橋剤を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１、第２及び第３の化学発泡剤が、アゾジカルボンアミドを含む、請求項２に記
載の方法。
【請求項１１】
　多層発泡構造体の形成方法であって、
　ポリプロピレン又はポリエチレン、及び第１の化学発泡剤を含む第１の層と、
　前記第１の層の側方の第２の層であって、
　　５～７５質量％の再生金属化ポリオレフィン材料、
　　２５～９５質量％のポリプロピレン、ポリエチレン、又はポリプロピレン及びポリエ
チレンの組合せ、及び
　　第２の化学発泡剤を含む第２の層とを、
共押出すること、
前記共押出層を電離放射線で照射すること、及び
前記照射共押出層を発泡させること、を含む方法。
【請求項１２】
　第３の層を、前記第２の層の、前記第１の層と反対側にて共押出することを更に含み、
前記第３の層が、
　ポリプロピレン又はポリエチレンと、
　第３の化学発泡剤と、を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１の層及び前記第３の層が、再生ポリオレフィン材料を実質的に不含である、請
求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記電離放射線が、アルファ線、ベータ線、ガンマ線、又は電子線からなる群から選択
される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記共押出構造体が、４回にまで分けて照射される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記電離放射線が、２００～１５００ｋＶの加速電圧を有する電子線である、請求項１
４に記載の方法。
【請求項１７】
　吸収される電子線量が、１０～５００ｋＧｙである、請求項１６に記載の方法。
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【請求項１８】
　前記電離放射線が、前記押出構造体を２０～７５％の架橋度に架橋する、請求項１１に
記載の方法。
【請求項１９】
　発泡することが、前記照射構造体を溶融塩で加熱することを含む、請求項１１に記載の
方法。
【請求項２０】
　前記多層発泡構造体が、２０～２５０ｋｇ／ｍ3の密度を有する、請求項１１に記載の
方法。
【請求項２１】
　前記多層発泡構造体が、０．０５～１．０ｍｍの平均独立気泡寸法を有する、請求項１
１に記載の方法。
【請求項２２】
　前記多層発泡構造体が、０．２～５０ｍｍの厚さを有する、請求項１１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記第１の層の平均表面粗さが、８０μｍ未満である、請求項１１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記第１の層及び第３の層が、ポリプロピレン及びポリエチレンを含む、請求項１２に
記載の方法。
【請求項２５】
　ポリプロピレン又はポリエチレンを含む共押出しされた第１の発泡体層と、
　前記第１の発泡体層の側方の共押出しされた第２の発泡体層と、を含み、前記第２の発
泡体層が、
　　５～７５質量％の再生金属化ポリオレフィン材料、及び
　　２５～９５質量％のポリプロピレン、ポリエチレン、又はポリプロピレン及びポリエ
チレンの組合せ、を含む多層発泡構造体。
【請求項２６】
　共押出しされた第３の発泡体層を、前記第２の発泡体層の、前記第１の発泡体層と反対
側において更に含み、前記第３の発泡体層が、ポリプロピレン又はポリエチレンを含む、
請求項２５に記載の多層発泡構造体。
【請求項２７】
　前記第１の発泡体層及び前記第３の発泡体層が、再生ポリオレフィン材料を実質的に不
含である、請求項２５に記載の多層発泡構造体。
【請求項２８】
　前記第１の発泡体層及び第３の発泡体層が、ポリプロピレン及びポリエチレンを含む、
請求項２６に記載の多層発泡構造体。
【請求項２９】
　前記第１の発泡体層が、２３０℃で、１０分間当たり０．１～２５グラムのメルトフロ
ーインデックスを有するポリプロピレンを含む、請求項２５に記載の多層発泡構造体。
【請求項３０】
　前記第１の発泡体層が、１９０℃で、１０分間当たり０．１～２５グラムのメルトフロ
ーインデックスを有するポリエチレンを含む、請求項２５に記載の多層発泡構造体。
【請求項３１】
　密度が、２０～２５０ｋｇ／ｍ3である、請求項２５に記載の多層発泡構造体。
【請求項３２】
　２０～７５％の架橋度を有する、請求項２５に記載の多層発泡構造体。
【請求項３３】
　０．０５～１．０ｍｍの平均独立気泡寸法を有する、請求項２５に記載の多層発泡構造
体。
【請求項３４】
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　０．２～５０ｍｍの厚さを有する、請求項２５に記載の多層発泡構造体。
【請求項３５】
　前記第１の発泡体層の平均表面粗さが、８０μｍ未満である、請求項２５に記載の多層
発泡構造体。
【請求項３６】
　ポリプロピレン又はポリエチレンを含む共押出しされた第１の発泡体層、及び
　前記第１の発泡体層の側方の共押出しされた第２の発泡体層であって、
　　５～７５質量％の再生金属化ポリオレフィン材料、及び
　　２５～９５質量％のポリプロピレン、ポリエチレン、又はポリプロピレン及びポリエ
チレンの組合せを含む第２の発泡体層を含む、
多層発泡構造体と、
前記第１の発泡体層の、前記第２の発泡体層と反対側にある積層体層とを含む、積層体。
【請求項３７】
　前記積層体層が、フィルム、生地、繊維層、及び革からなる群から選択される、請求項
３６に記載の積層体。
【請求項３８】
　前記第１の発泡体層の平均表面粗さが、８０μｍ未満である、請求項３６に記載の積層
体。
【請求項３９】
　前記多層発泡構造体が、共押出しされた第３の発泡体層を、前記第２の発泡体層の、前
記第１の発泡体層と反対側において更に含み、前記第３の発泡体層が、ポリプロピレン又
はポリエチレンを含む、請求項３６に記載の積層体。
【請求項４０】
　前記第１の発泡体層及び前記第３の発泡体層が、再生ポリオレフィン材料を実質的に不
含である、請求項３９に記載の積層体。
【請求項４１】
　前記第３の発泡体層の、前記第２の発泡体層と反対側において基材を更に含み、前記積
層体が、前記基材上に熱成形されている、請求項３９に記載の積層体。
【請求項４２】
　前記第１の発泡体層及び第３の発泡体層が、ポリプロピレン及びポリエチレンを含む、
請求項３９に記載の積層体。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　本出願人らは、発泡構造体を生成するための再生材料の使用は、望ましくない発泡体表
面のバラツキを生ずる場合があることを見出した。これらの望ましくない表面のバラツキ
には、特に、望ましくない表面粗さ、望ましくない表面の柔らかさ、望ましくない表面の
堅さ、表面エネルギー、及び望ましくない表面接着性が含まれる。自動車用内装品産業に
おけるような特定の商業的用途では、発泡体の表面特性は重要である。自動車用内装品に
使われる場合、ラミネーターは通常、フィルム、生地、繊維層、又は革を発泡体に積層す
る。その後、通常は、発泡積層体を、硬質ポリプロピレン、ＡＢＳ、又は木質繊維複合材
料基材上に熱成形できる。発泡積層体の形成及び／又は発泡積層体の熱成形による形成を
成功させるためには、発泡体表面のバラツキをなくす必要がある。発泡体表面上の表面バ
ラツキは、積層強度及び品質に悪影響を与える場合がある。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　望ましくない表面特性の一例を図５Ａ及び５Ｂに示す。図５Ａ及び５Ｂの発泡体は、１
００部の樹脂当たり（「ＰＰＨＲ」）８％部の裁断（低温粉砕ではない）工場スクラップ
架橋ポリプロピレン／ポリエチレンブレンド発泡体を含んでいる。図５Ａ及び５Ｂに示す
ように、完全に破砕、分散されていない、及び他の理由でこれらの発泡シート中に再混入
された黒色再生発泡体を、ダークスポット及び「ゲル」として認めることができる。これ
らのスポット及び「ゲル」は、ラミネーターにより、フィルム、生地、繊維層、又は革を
これらの発泡体に接着させる際に問題を生ずる可能性がある。特に、「ゲル」の接着性が
より低くなり、熱成形などの二次操作中に剥離し、フィルム、生地、繊維層、又は革上に
目に見える水ぶくれ様欠陥を生ずる場合がある。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
　いくつかの実施形態は、多層発泡構造体及び積層体層を含む積層体を含む。多層発泡構
造体は、ポリプロピレン及び／又はポリエチレンを含む共押出第１の発泡体層及び第１の
発泡体層の側方の第２の共押出発泡体層を含むことができる。第２の発泡体層は、５～７
５質量％の再生金属化ポリオレフィン材料及び２５～９５質量％のポリプロピレン、ポリ
エチレン、又はポリプロピレン及びポリエチレンの配合物を含むことができる。積層体層
は、第１の発泡体層の側方で、第２の発泡体層の反対側とすることができる。積層体層は
、フィルム、生地、繊維層、又は革とすることができる。第１の発泡体層は、８０μｍ未
満の平均表面粗さを有することができる。多層発泡構造体はまた、第３の共押出発泡体層
を第２の発泡体層の側方で、第１の発泡体層の反対側に含めることができる。第３の層は
、ポリプロピレン及び／又はポリエチレンを含むことができる。第１及び／又は第３の層
は、再生ポリオレフィン材料を実質的に不含とすることができる。更に、積層体は、第３
の発泡体層の側方で、第２の発泡体層の反対側となるように基材上に更に熱成形できる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　いくつかの実施形態は、多層発泡構造体及び積層体層を含む積層体を含む。多層発泡構
造体は、ポリプロピレン及び／又はポリエチレンを含む第１の共押出発泡体層及び第１の
発泡体層の側方の第２の共押出発泡体層を含むことができる。第２の発泡体層は、５～５
０質量％の再生架橋ポリオレフィン発泡体材料及び５０～９５質量％のポリプロピレン、
ポリエチレン、又はポリプロピレン及びポリエチレンの配合物を含むことができる。積層
体層は、第１の発泡体層の側方で、第２の発泡体層の反対側とすることができる。積層体
層は、フィルム、生地、繊維層、又は革とすることができる。第１の発泡体層は、８０μ
ｍ未満の平均表面粗さを有することができる。再生架橋ポリオレフィン発泡体材料は、低
温粉砕ポリオレフィン発泡体材料を含むことができる。多層発泡構造体はまた、第３の共
押出発泡体層を第２の発泡体層の側方で、第１の発泡体層の反対側に含めることができる
。第３の層は、ポリプロピレン及び／又はポリエチレンを含むことができる。第１及び／
又は第３の層は、再生ポリオレフィン材料を実質的に不含とすることができる。更に、積
層体は、第３の発泡体層の側方で、第２の発泡体層の反対側となるように基材上に更に熱
成形できる。
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【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０８】
（０１２４）　上記のように、発泡構造体の表面プロファイルは、多くの用途で重要であ
り、従って、押出発泡構造体は、これらの用途に対しては望ましくない場合がある。むし
ろ、これらの用途は、特に、フィルム、生地、繊維層、及び／又は革への積層の容易さ；
積層での接触割合；及び視覚的美観などの望ましい特性を得るために、平滑な発泡構造体
表面を必要とする。押出発泡シートの表面粗さと、本明細書記載の方法により製造された
非押出発泡シートの表面粗さとの間の比較を下記の実施例セクションで認めることができ
る。本明細書記載の方法により製造された発泡体の平均表面粗さは、約８０μｍ未満、約
７０μｍ未満、約５０μｍ未満、約４０μｍ未満、約３０μｍ未満、約２５μｍ未満、約
２０μｍ未満、約１５μｍ未満、及び約１０μｍ未満とすることができる。本明細書記載
の方法により製造された発泡体の平均の最大高さ（最大高さのピークと最大深さの谷との
間の高さ）は、約７００μｍ未満、約６００μｍ未満、約３００μｍ未満、約２５０μｍ
未満、約２００μｍ未満、約１５０μｍ未満、及び約１００μｍ未満とすることができる
。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１５】
（０１３１）　上記のように、発泡構造体の表面プロファイルは、多くの用途で重要であ
り、従って、化学架橋構造体は、これらの用途に対しては望ましくない。むしろ、これら
の用途は、特に、フィルム、生地、繊維層、及び／又は革への積層の容易さ；積層での接
触割合；及び視覚的美観などの望ましい特性を得るために、平滑な発泡構造体表面を必要
とする。化学架橋化学架橋シートの表面粗さと、本明細書記載の方法により製造された物
理架橋されたシートの表面粗さとの間の比較を下記の実施例セクションで認めることがで
きる。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４０】
（０１５６）　いくつかの実施形態では、多層発泡構造体は、多層発泡体及び積層体層を
含む積層体である。好ましくは、積層体は、多層発泡体の非再生発泡体層側（即ち、表面
）に向けることができる。これらの積層体では、多層発泡構造体は、例えば、フィルム及
び／又は箔と組み合わせることができる。このような層のための好適な材料の例としては
、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）；熱可塑性ポリオレフィン（ＴＰＯ）；熱可塑性ウレタン（
ＴＰＵ）；ポリエステル、ポリプロピレン、クロス及び他の生地などの生地；革及び／又
は不織布などの繊維層が挙げられるが、これらに限定されない。このような層は、当業者
に周知の標準的な技術を使って製造し得る。重要なのは、本開示の多層発泡体は、これら
材料の片側又は両側に積層してよく、複数の他の層を含んでよいことである。多層発泡体
が、両側に積層される場合、好ましくは、これらの積層体層は、多層発泡体の非再生発泡
体層側に向けることができる。


	header
	written-amendment

